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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のうちのそれぞれの構造体は、
　　第１の面と、
　　前記第１の面上の第１の結合点とを含み、ここで前記第１の結合点が前記複数の構造
体の別の構造体上の第２の結合点に結合し、前記第１の結合点と前記第２の結合点との間
の結合が、前記複数の構造体がインビボに置かれた場合、一定期間後に分解する、滞留デ
バイス。
【請求項２】
　前記結合の分解が、前記結合の生分解および前記構造体の少なくとも１つの膨潤のうち
の少なくとも１つによって起こる、請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項３】
　前記複数の構造体のうちの少なくとも１つの構造体が、活性物質を含む、請求項１に記
載の滞留デバイス。
【請求項４】
　前記活性物質が治療薬である、請求項３に記載の滞留デバイス。
【請求項５】
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　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、ポリカプロラクトン、ポリ（エチレン－ｃｏ
－酢酸ビニル）、ポリエチレングリコール、食品等級架橋ポリマー、および腸溶性エラス
トマーのうちの少なくとも１種を含む、請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項６】
　前記第１の結合点および前記第２の結合点が、磁石、タンパク質－リガンド複合体、お
よびホスト－ゲスト複合体のうちの少なくとも１種を含む、請求項１に記載の滞留デバイ
ス。
【請求項７】
　タンパク質－リガンド複合体が、ビオチンおよびストレプトアビジンを含む、請求項６
に記載の滞留デバイス。
【請求項８】
　ホスト－ゲスト複合体が、シクロデキストリンおよびアダマンタン（ａｄａｍａｎｔｉ
ｎｅ）を含む、請求項６に記載の滞留デバイス。
【請求項９】
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、多角形の形状を有する外表面をさらに含む、
請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項１０】
　前記多角形の形状が、三角形、正方形、長方形、および五角形のうちの少なくとも１種
である、請求項９に記載の滞留デバイス。
【請求項１１】
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、内表面と前記内表面の反対側にある外表面と
をさらに含み、前記第１の面が前記内表面と前記外表面との間に延び、前記第１の面が前
記外表面に対して約５８．３°～約６６°の角度で方向付けられている、請求項１に記載
の滞留デバイス。
【請求項１２】
　前記第１の面が、前記外表面に対して約６２°～約６３．５°の角度で方向付けられて
いる、請求項１１に記載の滞留デバイス。
【請求項１３】
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、約０．６ｃｍ～約１．７ｃｍの外接半径を有
する、請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項１４】
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、約３００ｍｍ３～約１３００ｍｍ３の体積を
占める、請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項１５】
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、摂取および経口投与のうちの少なくとも一種
を行われるように構成される、請求項１に記載の滞留デバイス。
【請求項１６】
　前記複数の構造体が、内部開口部に対するインビボでの位置を維持するサイズおよび形
状にされる凝集構造体を形成するようなサイズおよび形状にされている、請求項１に記載
の滞留デバイス。
【請求項１７】
　前記内部開口部が胃幽門口である、請求項１６に記載の滞留デバイス。
【請求項１８】
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体は、
　　第１の面と、
　　前記第１の面上の第１の結合点とを含み、ここで前記第１の結合点が前記複数の構造
体の別の構造体上の第２の結合点に結合し、前記複数の構造体が凝集構造体をインビボで
形成するサイズおよび形状にされ、前記凝集構造体が、内部開口部に対する前記凝集構造
体のインビボでの位置を維持するサイズおよび形状にされている、滞留デバイス。
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【請求項１９】
　前記凝集構造体が多面体の少なくとも一部である、請求項１８に記載の滞留デバイス。
【請求項２０】
　前記多面体が、四面体、立方体、八面体、十二面体、および二十面体のうちの少なくと
も１種である、請求項１９に記載の滞留デバイス。
【請求項２１】
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、前記複数の構造体の別の構造体上の第２の結
合点に結合するための第１の結合点を有する第１の面を有しており、
　前記滞留デバイスは被験体に投与され、そして、
　一定期間後、前記第１の結合点と前記第２の結合点との間の結合が分解することを特徴
とする、滞留デバイス。
【請求項２２】
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体は、前記複数の構造体の別の構造体上の第２の結
合点に結合するための第１の結合点を有する第１の面を有しており、
　前記滞留デバイスは被験体に投与され、そして、
　凝集構造体がインビボで形成されることを特徴とし、ここで前記凝集構造体は、内部開
口部に対する前記凝集構造体のインビボでの位置を維持するサイズおよび形状にされてい
る、滞留デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本明細書および参照によって組み込まれた文献が、相反および／または矛盾する開示を
含む場合には、本明細書が優先されるものとする。参照によって組み込まれる２種または
それを超える文献が、相互に相反および／または矛盾する開示を含む場合には、後の有効
日付の文献が支配するものとする。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のうちのそれぞれの構造体は、
　　第１の面と、
　　前記第１の面上の第１の結合点とを含み、ここで前記第１の結合点が前記複数の構造
体の別の構造体上の第２の結合点に結合し、前記第１の結合点と前記第２の結合点との間
の結合が、前記複数の構造体がインビボに置かれた場合、一定期間後に分解する、滞留デ
バイス。
（項目２）
　前記結合の分解が、前記結合の生分解および前記構造体の少なくとも１つの膨潤のうち
の少なくとも１つによって起こる、項目１に記載の滞留デバイス。
（項目３）
　前記複数の構造体のうちの少なくとも１つの構造体が、活性物質を含む、項目１に記載
の滞留デバイス。
（項目４）
　前記活性物質が治療薬である、項目３に記載の滞留デバイス。
（項目５）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、ポリカプロラクトン、ポリ（エチレン－ｃｏ
－酢酸ビニル）、ポリエチレングリコール、食品等級架橋ポリマー、および腸溶性エラス
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トマーのうちの少なくとも１種を含む、項目１に記載の滞留デバイス。
（項目６）
　前記第１の結合点および前記第２の結合点が、磁石、タンパク質－リガンド複合体、お
よびホスト－ゲスト複合体のうちの少なくとも１種を含む、項目１に記載の滞留デバイス
。
（項目７）
　タンパク質－リガンド複合体が、ビオチンおよびストレプトアビジンを含む、項目６に
記載の滞留デバイス。
（項目８）
　ホスト－ゲスト複合体が、シクロデキストリンおよびアダマンタン（ａｄａｍａｎｔｉ
ｎｅ）を含む、項目６に記載の滞留デバイス。
（項目９）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、多角形の形状を有する外表面をさらに含む、
項目１に記載の滞留デバイス。
（項目１０）
　前記多角形の形状が、三角形、正方形、長方形、および五角形のうちの少なくとも１種
である、項目９に記載の滞留デバイス。
（項目１１）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、内表面と前記内表面の反対側にある外表面と
をさらに含み、前記第１の面が前記内表面と前記外表面との間に延び、前記第１の面が前
記外表面に対して約５８．３°～約６６°の角度で方向付けられている、項目１に記載の
滞留デバイス。
（項目１２）
　前記第１の面が、前記外表面に対して約６２°～約６３．５°の角度で方向付けられて
いる、項目１１に記載の滞留デバイス。
（項目１３）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、約０．６ｃｍ～約１．７ｃｍの外接半径を有
する、項目１に記載の滞留デバイス。
（項目１４）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、約３００ｍｍ３～約１３００ｍｍ３の体積を
占める、項目１に記載の滞留デバイス。
（項目１５）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、摂取および経口投与のうちの少なくとも一種
を行われるように構成される、項目１に記載の滞留デバイス。
（項目１６）
　前記複数の構造体が、内部開口部に対するインビボでの位置を維持するサイズおよび形
状にされる凝集構造体を形成するようなサイズおよび形状にされている、項目１に記載の
滞留デバイス。
（項目１７）
　前記内部開口部が胃幽門口である、項目１６に記載の滞留デバイス。
（項目１８）
　複数の自己集合性構造体を含む、滞留デバイスであって、
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体は、
　　第１の面と、
　　前記第１の面上の第１の結合点とを含み、ここで前記第１の結合点が前記複数の構造
体の別の構造体上の第２の結合点に結合し、前記複数の構造体が凝集構造体をインビボで
形成するサイズおよび形状にされ、前記凝集構造体が、内部開口部に対する前記凝集構造
体のインビボでの位置を維持するサイズおよび形状にされている、滞留デバイス。
（項目１９）
　前記複数の構造体のうちの少なくとも１つの構造体が、活性物質を含む、項目１８に記
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載の滞留デバイス。
（項目２０）
　前記活性物質が治療薬である、項目１９に記載の滞留デバイス。
（項目２１）
　前記凝集構造体が多面体の少なくとも一部である、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目２２）
　前記多面体が、四面体、立方体、八面体、十二面体、および二十面体のうちの少なくと
も１種である、項目２１に記載の滞留デバイス。
（項目２３）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、ポリカプロラクトン、ポリ（エチレン－ｃｏ
－酢酸ビニル）、ポリエチレングリコール、食品等級架橋ポリマー、および腸溶性エラス
トマーのうちの少なくとも１種を含む、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目２４）
　前記第１の結合点および前記第２の結合点が、磁石、タンパク質－リガンド複合体、お
よびホスト－ゲスト複合体のうちの少なくとも１種を含む、項目１８に記載の滞留デバイ
ス。
（項目２５）
　タンパク質－リガンド複合体が、ビオチンおよびストレプトアビジンを含む、項目２４
に記載の滞留デバイス。
（項目２６）
　ホスト－ゲスト複合体が、シクロデキストリンおよびアダマンタンを含む、項目２３に
記載の滞留デバイス。
（項目２７）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、多角形の形状を有する第１の表面をさらに含
む、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目２８）
　前記多角形の形状が、三角形、正方形、および五角形のうちの少なくとも１種である、
項目２７に記載の滞留デバイス。
（項目２９）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、内表面と前記内表面の反対側にある外表面と
をさらに含み、前記第１の面が前記内表面と前記外表面との間に延び、前記第１の面が前
記外表面に対して約５８．３°～約６６°の角度で方向付けられている、項目１８に記載
の滞留デバイス。
（項目３０）
　前記第１の面が、前記外表面に対して約６２°～約６３．５°の角度で方向付けられて
いる、項目２９に記載の滞留デバイス。
（項目３１）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、約０．６ｃｍ～約１．７ｃｍの外接半径を有
する、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目３２）
　サブ構造体のそれぞれが、約３００ｍｍ３～約１３００ｍｍ３の体積を占める、項目１
８に記載の滞留デバイス。
（項目３３）
　前記複数の構造体のそれぞれの構造体が、摂取および経口投与のうちの少なくとも一種
を行われるように構成される、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目３４）
　前記凝集構造体が約５Ｎの圧縮強さを有する、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目３５）
　前記内部開口部が胃幽門口である、項目１８に記載の滞留デバイス。
（項目３６）
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　滞留デバイスを投与する方法であって、
　複数の自己集合性構造体を被験体に投与するステップであって、ここで前記複数の構造
体のそれぞれの構造体が、前記複数の構造体の別の構造体上の第２の結合点に結合するた
めの第１の結合点を有する第１の面を有する、ステップ、および
　一定期間後、前記第１の結合点と前記第２の結合点との間の結合を分解するステップ、
を含む、方法。
（項目３７）
　前記複数の構造体のうちの少なくとも１つの構造体が、活性物質を含む、項目３６に記
載の方法。
（項目３８）
　前記活性物質が治療薬である、項目３７に記載の方法。
（項目３９）
　前記活性物質を放出するステップをさらに含む、項目３７に記載の方法。
（項目４０）
　前記第１の結合点と前記第２の結合点との間の前記結合を分解するステップが、前記結
合を生分解することまたは少なくとも１つの前記構造体を膨潤させることのうちの少なく
とも１種を含む、項目３６に記載の方法。
（項目４１）
　前記第１の結合点および前記第２の結合点が、磁石、タンパク質－リガンド複合体、お
よびホスト－ゲスト複合体のうちの少なくとも１種を含む、項目３６に記載の方法。
（項目４２）
　前記複数の自己集合性構造体を投与するステップが、摂取および経口投与のうちの少な
くとも一種を行うことを含む、項目３６に記載の方法。
（項目４３）
　前記方法が、凝集構造体をインビボで形成するステップをさらに含み、前記凝集構造体
が内部開口部に対するインビボでの位置を維持するサイズおよび形状にされている、項目
３６に記載の方法。
（項目４４）
　前記内部開口部が胃幽門口である、項目４３に記載の方法。
（項目４５）
　前記結合を分解するステップが、前記凝集構造体をバラバラにすることを引き起こす、
項目４３に記載の方法。
（項目４６）
　滞留デバイスを投与する方法であって、
　複数の自己集合性構造体を被験体に投与するステップであって、ここで前記複数の構造
体のそれぞれの構造体は、前記複数の構造体の別の構造体上の第２の結合点に結合するた
めの第１の結合点を有する第１の面を有する、ステップ、および
　凝集構造体をインビボで形成するステップであって、ここで前記凝集構造体は、内部開
口部に対する前記凝集構造体のインビボでの位置を維持するサイズおよび形状にされてい
る、ステップ
を含む、方法。
（項目４７）
　前記複数の構造体のうちの少なくとも１つの構造体が、活性物質を含む、項目４６に記
載の方法。
（項目４８）
　前記活性物質が治療薬である、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　前記活性物質を放出するステップをさらに含む、項目４７に記載の方法。
（項目５０）
　前記凝集構造体が多面体の少なくとも一部である、項目４６に記載の方法。
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（項目５１）
　前記多面体が、四面体、立方体、八面体、十二面体、および二十面体のうちの少なくと
も１種である、項目５０に記載の方法。
（項目５２）
　前記第１の結合点と前記第２の結合点との間の結合を分解するステップが、前記結合を
生分解することまたは少なくとも１つの前記構造体を膨潤させることのうちの少なくとも
１種を含む、項目４６に記載の方法。
（項目５３）
　前記第１の結合点および前記第２の結合点が、磁石、タンパク質－リガンド複合体、お
よびホスト－ゲスト複合体のうちの少なくとも１種を含む、項目４６に記載の方法。
（項目５４）
　前記複数の自己集合性構造体を投与するステップが、摂取および経口投与のうちの少な
くとも一種を行うことを含む、項目４６に記載の方法。
（項目５５）
　前記内部開口部が前記胃幽門口である、項目４６に記載の方法。
（項目５６）
　前記方法が、一定期間後、前記第１の結合点と前記第２の結合点との間の結合を分解す
るステップをさらに含み、前記結合を分解するステップが、前記凝集構造体をバラバラに
することを引き起こす、項目４６に記載の方法。
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